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分析フローと主な分析結果をそれぞれ図5，図6に示す.
コロナ中の2020年はいずれの地域からの来街者も商業施
設のカバー率が最も高いが，関東の場合は16%と他の2地
域より低い水準である．コロナ後の2022年ではいずれの
地域からの来訪者も商業施設のカバー率が30%以上の水準
に増加している.
自然施設のカバー率は九州を除いて，いずれも減少傾向に
あり，コロナ収束後は、自然より商業への来街者の回帰傾
向がみられた.
今後は,  GakuNinRDM,  mdxを通したデータベースの構築, 
人流抽出用Pythonコードの共有を進めたい.
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近年，人流データを用いた人間の回遊行動に関する研究が進み，それを活

用したコロナ前後の行動変容への応用も注目されている.

本研究では,  九州の主要都市である福岡市中心部,  とりわけ来街者や土地

利用密度が高い博多駅から天神駅までの博多―天神エリアに焦点をあてる

（図1，図2）.

本研究では，株式会社Agoopが開発・販売するAgoop流動人口データを用

いて人流を抽出し，DBSCAN (Density-Based Spatial Clustering of Appli-

cations with Noise) (Ester et al., 1996; Hadano et al., 2012など参照)の手

法によりクラスタリングを行う（図3）.

本研究では，コロナ前後における博多―天神エリアの来街者の行動変容を

把握するため，2020年12月，2022年12月の流動人口データから，歩行を

想定してそれぞれeps: 6 , min Pts: 30の条件を設定して抽出を行った.

抽出した関東，関西, 九州からの来街者をクラスタリングし，形成した凸

ポリゴンの面積はそれぞれ200,265㎡ (2020年12月)，572,451㎡ (2022年

12月)，131,177㎡ (2020年12月)，149,689㎡ (2022年12月)，200,400㎡ 

(2020年12月)，233,677㎡ (2022年12月)である(図4).

また，博多―天神エリアの主な訪問先として，8の商業施設，363の都市

公園，9の歴史文化施設をプロットした.
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図 3: DBSCANメソッドとデータ抽出のフロー 
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2. 重なり分析
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1. 凸法 

 凸ポリゴンに対する
観光目的地の割合

（観光目的地カバー率）

都心部における人流変容メカニズムの解明
福岡市博多ー天神エリアに着目して

図 6: 2020年 (左) と 2022年 (右) の地域別来街者の訪問先種類別カバー率

図 5: 来街者の主な目的地の行動範囲のカバー率に関する分析フロー

図 4:  2020年 (上部) と2022年 (下部)における関東・関西・九
州からの来街者の人流プロット
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図 1: 博多ー天神エリア（福岡の中心市街地）
図 2: 流動人口データから抽出した博多天神エリアの来街者数
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